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各会場に多くの方が参加していただき、
ありがとうございました。頂いたご意
見を市政に反映させていきます。　　
　　　　　　【Ａ班班長　佐藤卓也】

議会報告会に参加して頂きありがとう
ございます。皆さんの声をしっかりと
受け止め、回答を求めて参ります。　
　　　　　　【Ｂ班班長　小野周一】

地域、地元の皆様の郷土愛がとても強
く感じられ活発な意見が出され、とて
も有意義な報告会となりました。また、
議員個人としても資質の向上を図り的
確な答弁ができるよう頑張ります。　
　  　　　　　【Ｃ班班長　押切明弘】

詳しい内容はＰ１０～１１へ
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市民の皆様の声を 議会へ 市政へ
議会報告会を開催しました

12月定例会の議案…………P２
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この声届け！第14回議会報告会から…P10
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チョイス１

チョイス３

チョイス３

チョイス４

チョイス４

チョイス２

チョイス２

チョイス６

チョイス５

種類 番号 件名 結果

報告 第12号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 了承

第68号 令和元年度新庄市一般会計補正予算（第３号） 可決

第69号 令和元年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第70号 令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第71号 令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第72号 令和元年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決

第73号 令和元年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 可決

第74号 令和元年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 可決

第75号 新庄市デジタル防災行政無線（同報系）整備工事請負契約（令和元年議案第４１号）の一部変更について 可決

第76号 新庄市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定（平成３０年議案第３５号）の一部変更について 可決

第77号 新庄市課設置条例の一部を改正する条例について 可決

第78号 新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

第79号 新庄市職員恩給条例を廃止する条例について 可決

第80号 新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第81号 新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第82号 新庄市地域ふれあい交流広場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第83号 新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第84号 新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第85号 新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第86号 新庄市火葬場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第87号 新庄市わらすこ広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第88号 新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第89号 新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第90号 新庄市都市公園条例の一部を改正する条例について 可決

第91号 新庄市新庄駅前ふれあい交流広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第92号 新庄駅東口交通広場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第93号 新庄市民文化会館の管理を行わせる指定管理者の指定について 可決

第94号 雪の里情報館の管理を行わせる指定管理者の指定について 可決

第95号 新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指定管理者の指定について 否決

第96号 新庄市水道事業の設置等に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

第97号 新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について 可決

第98号 令和元年度新庄市一般会計補正予算（第４号） 可決

第99号 令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決

第100号 令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 可決

第101号 令和元年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 可決

第102号 令和元年度新庄市水道事業会計補正予算（第４号） 可決

第103号 新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 可決

議会案 第6号 次期食料・農業・農村基本計画に関する意見書の提出について 可決

【市長提出】

議案

【議員提出】

12月定例会で審議された議案等

12月定例会の経過
　令和元年１２月定例会では、報告１件を了承、条例改正および令和元年度各会計補正予算など２９議案、さ
らに追加提案された職員給与条例の改正とそれに伴う一般会計補正予算等６議案を原案通り可決、議案第９５
号については否決とし閉会した。令和元年度一般会計の総額は１９１億８，２５５万円となる。
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賛否の分かれた議案等をお知らせします。　○ → 賛成　● → 反対

会派名

議案等
番　 号

山
科
正
仁

小
野
周
一

髙
橋
富
美
子

佐
藤
卓
也

佐
藤
文
一

石
川
正
志

小
嶋
冨
弥

山
科
春
美

奥
山
省
三

新
田
道
尋

下
山
准
一

今
田
浩
徳

押
切
明
弘

八
鍬
長
一

叶
内
恵
子

佐
藤
悦
子

庄
司
里
香

議　　案
第８０号

新庄市民文化会館設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８１号

新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

棄
権 ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８３号

新庄市生涯学習センター設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８４号

新庄市雪の里情報館設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８５号

新庄市体育施設設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８６号

新庄市火葬場設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

議　　案
第８７号

新庄市わらすこ広場の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

議　　案
第８８号

新庄市農村環境改善センター設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ● ● ○ 可決

議　　案
第８９号

新庄市昭和活性化センター設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ● ● ● ○ 可決

議　　案
第９０号 新庄市都市公園条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ 可決

議　　案
第９５号

新庄市山屋セミナーハウスの管理を行わせる指
定管理者の指定について ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ○ ○ ● ○ ● 否決

議　　案
第103号

新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● ○ 可決

請　願
第５号

住みよいまちづくりの請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － ● ● ○ ○ ○ ● 不採択

採
決
結
果

市民・公明クラブ 起新の会 日本共産党
市議団絆の会 勁草21

・議長は採決に参加しません。　・原案のとおり採決することについての賛否をはかっています。（新庄市議会会議規則第７０条：可をもって諮ることを原則）

議案及び請願に対する議員の賛否

請願の審議結果
件 名 請 願 者 紹介議員 結 果

住みよいまちづくりの請願
新庄市桧町２３－１－２３１号室
小桧室市営住宅団地自治会　区長　和田　順　 佐藤悦子 不採択

次期食料・農業・農村基本計画に関する請願
新庄市沖の町５番５５号
新庄市農業協同組合　経営管理委員会　会長　山科朝則 小嶋冨弥 採択

請願第５号　住みよいまちづくりの請願
　産業厚生常任委員会に付託され、請願の内容及び願意は汲み取られるべきとの意見もあったが、請願内容に基づく質疑、
事実確認のもと、市では地域住民に説明を行って前向きに進んでいるという返答を得たことにより、採決の結果、賛成少数
により不採択すべきものと決した。また、本会議においても、採決の結果、賛成少数により「不採択」と決した。

チ
ョ
イ
ス
１

新
庄
市
山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
募
集
に
対
し
、
２
団
体
の

応
募
が
あ
っ
た
が
、
指
定
管
理
者
候
補
者

選
定
委
員
会
の
審
査
の
結
果
、
現
在
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
『
山
屋
有
志
会
』
が
候

補
者
と
し
て
選
定
さ
れ
、
今
定
例
会
に
上

程
さ
れ
た
。
本
議
案
は
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
指
定
管
理
者
候
補

者
選
定
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
評
価
内

容
を
基
に
審
査
が
行
わ
れ
た
。
審
査
は
、

市
が
昨
年
２
月
上
旬
に
公
表
し
た
「
山
屋

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
か
ら
の
灯
油
流
出
事

故
」
へ
の
危
機
管
理
体
制
が
焦
点
と
な
っ

た
。
指
定
管
理
候
補
者
の
管
理
の
下
に
、

約
３
，
１
０
０
ℓ
（
推
定
）
の
灯
油
が
流

出
し
、
対
策
費
約
２
，
５
０
０
万
円
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
指
定
管
理
者

と
し
て
の
危
機
管
理
体
制
の
あ
り
方
、
当

該
事
故
の
損
失
補
償
の
あ
り
方
に
質
疑
が

集
中
し
た
。
ま
た
、
審
査
は
、
指
定
後
の

指
定
管
理
者
の
市
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
な
ど

に
も
及
ん
だ
。
常
任
委
員
会
で
の
慎
重
審

査
の
結
果
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
た
。
ま
た
、
本
会
議
に
お
い

て
は
、
委
員
長
報
告
に
対
し
て
、「
灯
油

流
出
事
故
」
に
つ
い
て
は
、
全
体
的
な
市

の
施
設
老
朽
化
等
の
象
徴
と
も
い
え
る
課

題
で
あ
っ
て
、
当
該
事
故
の
責
任
問
題
に

つ
い
て
は
議
論
が
な
さ
れ
た
か
等
の
質
疑

が
あ
っ
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
否
決
と
決
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
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員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会
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チ
ョ
イ
ス
６

議
案
第
85
号　

新
庄
市
体
育
施
設
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て　

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
87
号　

新
庄
市
わ
ら
す
こ
広
場
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

賛
成
多
数
で

可
決

チ
ョ
イ
ス
２

チ
ョ
イ
ス
３

チ
ョ
イ
ス
４

Ｑ
．
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
昭
和
活

性
化
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
も
変
わ
る
と
の

こ
と
で
す
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
の
か
。

Ａ
．両
施
設
の
多
目
的
ホ
ー
ル（
体
育
館
）

の
利
用
に
関
し
て
は
、
主
に
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
本

来
の
施
設
の
設
置
目
的
は
、
農
業
経
営
の

研
修
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
た
地
域
の

連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

小
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ジ
ュ
ニ
ア

の
育
成
等
広
く
施
設
の
利
用
拡
大
を
図
る

た
め
、
小
中
学
生
は
無
料
、
高
校
生
は
半

額
と
い
っ
た
減
免
基
準
を
定
め
る
。

Ｑ
．
看
護
師
養
成
所
開
設
準
備
課
は
、
今

年
度
で
廃
止
さ
れ
る
が
看
護
教
員
は
納
得

し
て
い
る
の
か
。 

Ａ
．
今
後
の
処
遇
等
に
つ
い
て
、
現
行
条

例
の
中
で
最
大
限
対
応
し
て
い
く
と
い
う

説
明
は
、
面
談
を
行
っ
た
う
え
で
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
．
４
人
の
看
護
教
員
の
方
々
に
は
、
議

会
決
議
ま
で
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な

り
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
４
人
の
方
々
の
意
に

沿
っ
た
形
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の

点
、
十
二
分
に
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
条
例
に
基

づ
い
て
、
募
集
し
任
用
し
て
き
た
が
、
結

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

果
と
し
て
看
護
教
員
と
し
て
活
躍
で
き
る

場
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
本
当
に
申
し
訳
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

教
員
の
皆
さ
ん
に
は
条
例
等
の
中
で
最
大

限
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
今
後
、

看
護
師
の
確
保
対
策
事
業
に
向
け
て
、
ご

協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
よ
り
、
市
職

員
の
給
与
及
び
期
末
手
当
を
０
・
０
５
月

引
き
上
げ
と
し
た
。
市
三
役
や
特
別
職
と

な
る
議
員
も
同
様
と
な
る
が
、
対
象
と
な

る
べ
き
だ
ろ
う
か
。 

Ａ
．
確
か
に
、
国
の
人
事
院
勧
告
、
県
の

人
事
委
員
会
勧
告
に
お
い
て
は
、
特
別
職

は
勧
告
の
対
象
外
で
あ
る
が
、
民
間
の
給

与
動
向
を
反
映
し
た
勧
告
の
内
容
に
準
じ

て
、
国
の
特
別
職
、
県
の
特
別
職
に
お
い

て
も
同
様
に
実
施
し
て
い
る
。
県
内
他
市

で
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
こ
れ
ら
に
準
ず
る
改
正
で
あ

る
。

新
庄
市
火
葬
場
使
用
料
改
定
が
可
決

12
月
６
日
議
会
初
日
総
括
質
疑
は
無
く
、

12
月
10
日
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
。
常
任
委
員
会
を
経
て
、
12
月
18

日
本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
が
行
わ

れ
た
。「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
々
か
ら

チ
ョ
イ
ス
５

の
声
を
聴
取
し
、
将
来
的
な
抜
本
的
な
見

直
し
の
際
に
生
か
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
」

「
世
帯
収
入
な
ど
に
合
わ
せ
た
使
用
料
設

定
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
収
入
に

よ
っ
て
変
え
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た

か
」「
使
用
料
が
大
幅
な
改
定
と
な
る
利

用
者
の
方
か
ら
、
対
応
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
」

等
の
委
員
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
常
任
委
員

会
の
採
決
の
結
果
は
、
賛
成
者
多
数
で
原

案
の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
、
本

会
議
に
お
い
て
も
賛
成
者
多
数
で
可
決
し

た
。
改
正
使
用
料
は
令
和
２
年
４
月
１
日

よ
り
施
行
と
な
る
。
常
任
委
員
会
に
お
け

る
環
境
課
の
答
弁
の
通
り
、
市
民
へ
の
十

分
な
広
報
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

チ
ョ
イ
ス
２

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体
育
施
設
使
用
料
�
小
中
学
生
無
料
化
へ
!!

わ
ら
す
こ
広
場
も
無
料
化
へ
!!

体
育
施
設
使
用
料
�
小
中
学
生
無
料
化
へ
!!

わ
ら
す
こ
広
場
も
無
料
化
へ
!!

本当じゃよ。

体育館だけじゃなく、プール、

スキー場などすべての体育施設が、

小中学生無料になるんじゃ！

体育館だけじゃなく、プール、

スキー場などすべての体育施設

ねー、かむてん！

４月から体育館使用料が

小中学生無料、高校生半額

になるって本当？

小中学生無料、高校生半額

主な改正（市内に住所を有する者）

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会
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一  般  質  問

12月定例会一般質問の質問者と質問事項

　一般質問は、12月11日と12月12日の2日間、
6名の議員が行いました。
　質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿
に基づき掲載しています。  

山科　正仁 

　１．森林施策の方向性について

　２．学校の環境整備と地域連携について

　３．少子高齢化・若者定着施策の方向性について

小嶋　冨弥 

　１．来年度の予算編成と市政執行について

　２．エコロジーガーデンについて

　３．福祉バスについて

山科　春美 

　１．まち・ひと・しごと創生総合戦略について

　２．市民活動に対する市の応援について

八鍬　長一 
　１．行政区域の飛地解消について
　２．看護専門学校開設断念に伴う諸課題について
　３．新庄最上地域の高校再編について
叶内　恵子 
　１．（仮）新庄市立看護専門学校設立中止と今後の
　　  対応について
　２．実質公債費比率について
佐藤　悦子 
　１．小中一貫・学校統廃合は問題が多いので、やめ
　　  るべきということについて
　２．気候変動、温暖化防止対策について
　３．少子化・人口減少に対する対策について

一般質問って何？

一般質問とは、議員が市政全般のこと
について、執行部に質問することじゃ。

◎
学
校
統
廃
合
に
よ
り
希
薄
化
す

る
地
域
住
民
と
の
連
携
体
制
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

教
育
長　

地
域
の
方
に
は
、
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学

校
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
、
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
授
業
へ

の
協
力
、
見
守
り
隊
と
し
て
安
全

な
登
下
校
の
た
め
の
活
動
等
、
様

々
な
面
で
協
力
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
市
で
は
、
地
域
全

体
で
未
来
を
担
う
子
供
達
の
成
長

を
支
え
て
い
く
「
地
域
学
校
協
働

活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年

度
よ
り
推
進
員
を
委
嘱
し
、
地
域

人
材
の
リ
ス
ト
化
や
各
学
校
で
の

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
の
活
用
を

図
っ
て
い
る
。
萩
野
学
園
で
は
す

で
に
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
働

で
学
校
運
営
の
改
善
と
充
実
を
図

る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
明
倫
学
区
で
も
令

和
３
年
度
の
開
校
に
合
わ
せ
て
準

備
を
進
め
る
。
次
年
度
以
降
、
市

内
全
学
校
で
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
。

◎
看
護
師
養
成
所
開
設
断
念
後
の
開
校
を

期
待
し
て
い
た
市
民
の
声
と
取
得
し
た
用

地
の
利
活
用
を
伺
う
。

市
長　

10
月
以
降
に
市
内
の
高
校
生
と
面

談
し
た
際
は
「
看
護
学
校
が
必
要
だ
っ
た
」

「
奨
学
金
は
あ
ま
り
魅
力
的
で
は
な
い
」

「
反
対
し
て
い
る
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の

目
先
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
」
等
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
保
護
者
か
ら
は

「
市
単
独
が
反
対
な
ら
ば
最
上
郡
立
や
民

間
の
力
を
借
り
て
設
立
で
き
な
い
の
か
」

「
看
護
学
校
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
」

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
適
正
な
医
療
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」「
憶
測

が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
説
明
不
足
が
原
因

で
は
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対
応
に
つ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
庁
内
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
た

い
と
考

え
て
い

る
。
具

体
的
な

検
討
は

こ
れ
か

ら
と
な

る
。

将来がみえる新庄市へ！

議員山　科　正　仁

明倫学区義務教育学校基本設計　南上空からの鳥瞰パース図

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会



◎
令
和
２
年
４
月
か
ら
第
２
期
新

庄
市
総
合
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
す
る

が
、
第
１
期
の
総
合
戦
略
の
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
と
具
体
的
な
成

果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
問
う
。

市
長　

第
１
期
総
合
戦
略
で
は
、

人
口
減
少
を
抑
制
し
、
定
住
人
口

の
維
持
を
目
指
す
「
ふ
る
さ
と
定

住
プ
ラ
ン
」
と
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
、
誰
も
が
元
気
で
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
「
幸

せ
と
元
気
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ

ラ
ン
」
を
施
策
の
基
本
的
方
向
性

と
し
、
各
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
事
業

を
展
開
し
て
い
る
。「
ふ
る
さ
と
定

住
プ
ラ
ン
」
で
は
、
ふ
る
さ
と
回

帰
の
促
進
、
就
業
や
企
業
へ
の
支

援
、
産
業
振
興
、
交
流
の
促
進
、

結
婚
活
動
へ
の
支
援
や
子
育
て
環

境
の
整
備
な
ど
「
幸
せ
と
元
気
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
」
で
は
、

冬
期
間
の
市
民
生
活
の
確
保
、
雪

と
暮
ら
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推

進
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
各
事
業
に
関
連

す
る
重
要
事
業
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を

設
定
し
て
お
り
、
毎
年
、
達
成
状
況
に
つ

い
て
総
合
計
画
審
議
会
員
に
よ
る
外
部
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
各
事
業
の
評
価

で
は
、
手
法
や
周
知
の
あ
り
方
に
つ
い
て

再
考
を
要
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
達
成
に
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
事
業
の

継
続
が
望
ま
し
い
と
の
評
価
を
得
て
い
る
。

　

具
体
的
な
成
果
に
つ
い
て
は
、
新
庄
ま

つ
り
を
中
心
と
し
た
様
々
な
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
、
新
庄
市
に
も
外
国
人
旅
行

者
が
数
多
く
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
当
地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
情
報
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

誘
客
を
推
進
し
た
結
果
と
し
て
「
交
流
の

促
進
」
が
図
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
創
業

支
援
事
業
に
よ
り
新
た
な
「
し
ご
と
」
が

生
ま
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
根
を
張
り

始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
の
共
催
で
実
施
し
て
い
る
「
合
同
就
職

面
接
会
事
業
」
で
は
、
昨
年
度
96
名
の
参

加
者
中
、
13
名
が
市
内
に
就
職
が
決
ま
り
、

仙
台
市
で
の
企
業
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
に
は
市

内
の
企
業
18
社
が
出
展
し
た
ほ
か
、
高
等

教
育
機
関
の
進
路
担
当
の
先
生
も
含
め
仙

台
圏
在
住
の
方
23
名
の
参
加
が
あ
り
、
こ

の
事
業
を
通
し
て
２
名
が
内
定
と
、
若
者

の
地
元
定
着
・
回
帰
促
進
に
対
す
る
意
識

醸
成
が
図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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まち・ひと・しごと創生総合戦略について

議員山　科　春　美

◎
福
祉
バ
ス
の
運
行
運
営
に
つ
い

て
　

利
用
者
の
方
々
の
声
を
聴
く
と
、

土
日
の
利
用
、
14
人
以
上
で
な
く
、

10
人
か
ら
の
利
用
に
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
各
地
区
（
町
内
会
）
で
活

動
し
て
い
る
福
祉
団
体
に
も
利
用

で
き
る
様
、
改
善
の
考
え
は
。

市
長　

福
祉
バ
ス
を
多
く
利
用
す

る
団
体
は
老
人
ク
ラ
ブ
と
地
域
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
だ
が
、
老
人
ク
ラ

ブ
は
会
員
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
も
14
人
未

満
の
と
こ
ろ
が
半
数
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
利
用

に
必
要
な
最
低
人
数
を
10
人
程
度

に
緩
和
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

ま
た
、
人
数
を
緩
和
す
る
と
今
以

上
に
利
用
団
体
が
増
え
る
と
思
う
。

そ
の
場
合
、
６
月
や
10
月
は
今
で

も
平
日
ほ
ぼ
毎
日
運
行
し
て
い
る

た
め
、
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
る

と
思
わ
れ
る
。
現
状
で
は
早
い
者

勝
ち
の
よ
う
に
申
し
込
ま
れ
て
お

り
、
不
公
平
感
の
解
消
の
面
で
も
、
登
録

制
は
非
常
に
有
効
だ
と
思
う
の
で
検
討
し

た
い
。

◎
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

　

雄
大
な
面
積
と
大
変
良
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
北
側
の
活
用
計
画
を
今
後
ど
の
様
に

図
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
第

４
期
利
用
計
画
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
駆
け
回
る
こ
と
の
で
き
る
遊
び
の
場
」

「
伝
承
野
菜
や
果
実
等
の
各
種
農
産
物
の

栽
培
や
収
穫
を
体
験
す
る
学
習
の
場
」

「
広
々
と
し
た
畑
い
っ
ぱ
い
に
花
が
咲
く

彩
り
の
場
」
の
３
つ
の
項
目
を
掲
げ
て
お

り
、
利
用
者
も
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
入
園
者
の
利
便
性
を
考
慮
す
る

と
最
低
限
必
要
な
手
洗
い
場
、
休
憩
所
等

の
整
備
も
今
後
の
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

る
の
で
、
来
年
度
以
降
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ

ー
デ
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
た
実
施

計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
い
。

課題を超えて希望の持てる街に

議員小　嶋　冨　弥

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会
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◎
市
長
は
看
護
学
校
開
設
事
業
を

強
力
に
推
進
す
る
と
い
う
明
確
な

意
思
表
示
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、

突
然
「
断
念
」
を
表
明
し
た
。『
医

師
会
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
』
こ

と
を
理
由
と
し
て
い
た
が
、『
諸
要

件
』
と
い
う
言
葉
に
変
わ
っ
た
の

は
な
ぜ
な
の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
多
く
の
関
係
者

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
地
域
の
看

護
師
不
足
の
解
消
、
若
者
の
地
元

定
着
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
一
番
大
切
な
機
関
で
あ
る
新

庄
市
最
上
郡
医
師
会
か
ら
の
協
力

が
得
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
以
上

開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
た
。
県

か
ら
看
護
師
養
成
所
の
指
定
を
受

け
る
た
め
に
は
、
関
係
機
関
か
ら

の
同
意
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
非

常
勤
講
師
の
確
保
や
実
習
計
画
に

も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

諸
要
件
を
整
え
る
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、
理

由
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

◎
医
師
会
の
協
力
を
得
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
努
力
を
し
た
の
か
。

市
長　

医
師
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
随
時
、

状
況
の
説
明
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
医
師
会
と
い
う
独
立
し
た
組
織
で

の
意
思
決
定
を
行
っ
た
。
総
合
的
に
判
断

し
た
と
考
え
て
い
る
。

　

関
係
機
関
で
あ
る
医
師
会
と
の
経
過
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
議
会
に
状
況
報
告
を

行
っ
て
き
た
が
、
医
師
会
と
し
て
は
予
算

案
が
可
決
さ
れ
な
い
状
況
で
は
次
の
段
階

に
進
め
な
い
と
の
お
話
し
を
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
、
市
と
し
て
は
、
予
算
成
立
に

向
け
て
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

なぜ断念するのですか？

議員叶　内　恵　子

◎
新
庄
最
上
地
域
の
高
校
再
編
に

つ
い
て

　

少
子
化
に
伴
い
、
新
庄
最
上
地

域
の
高
校
再
編
が
進
む
と
思
わ
れ

る
。
地
域
の
将
来
を
支
え
て
い
く

若
者
た
ち
の
人
づ
く
り
、
そ
し
て

街
づ
く
り
に
大
き
く
影
響
す
る
。

新
庄
市
と
し
て
の
考
え
を
問
う
。

教
育
長　

市
と
し
て
も
、
高
校
再

編
は
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
高
校
再
編

は
、
全
国
的
・
全
県
的
な
課
題
で

あ
り
、
や
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
再
編
に
伴
う
教
員
な
ど

の
学
校
関
係
者
の
減
少
な
ど
人
口

減
少
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
閉
校
と
な

る
高
校
の
施
設
ま
た
は
跡
地
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
課
題
が
出
て
く

る
。
県
の
「
県
立
高
校
の
再
編
整

備
に
関
す
る
基
本
方
針
」
で
は
学

級
の
削
減
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
将
来
的
な
生
徒
数

の
減
少
を
見
据
え
た
検
討
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
県
か
ら
示
さ
れ
る
再
編
整

備
計
画
案
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
の

政
策
と
の
整
合
性
や
効
果
的
な
事
業
展
開

を
図
る
た
め
の
検
討
を
的
確
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

◎
看
護
専
門
学
校
開
設
断
念
に
伴
う
諸
課

題
に
つ
い
て

　

10
月
７
日
市
長
か
ら
突
然
の
開
設
断
念

発
言
、
市
報
で
は
「
中
止
」
と
し
て
い
る
。

そ
の
意
図
は
何
か
。
ま
た
、
市
民
の
目
は

大
変
き
び
し
い
、
人
と
予
算
を
か
け
８
年

間
引
っ
張
っ
て
き
た
責
任
は
ど
う
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
多
く
の
関
係
者
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
一
番
大
切
な
機
関
か
ら
の
協
力

が
得
ら
れ
な
く
な
り
、
設
置
に
向
け
た
取

り
組
み
を
続
け
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、

設
置
を
断
念
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
業
と

し
て
は
途

中
で
止
め

る
こ
と
に

な
る
た
め
、

「
中
止
」

と
い
う
表

現
が
適
当

で
あ
る
と

し
、
市
報

で
お
知
ら

せ
し
た
も

の
で
あ
る
。

新庄最上地域の高校再編　どう対応するか

議員八　鍬　長　一

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会



R２.２.12 8

一般質問

◎
本
市
で
は
、
今
後
、
新
庄
小
中

学
校
を
施
設
一
体
型
の
一
貫
校
に

す
る
計
画
を
公
表
。
ま
た
本
合
海

小
、
升
形
小
、
八
向
中
に
つ
い
て

学
校
統
廃
合
の
方
向
に
向
か
お
う

と
し
て
い
る
。
小
規
模
校
こ
そ
個

に
応
じ
た
豊
か
な
学
力
を
保
障
し

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
小

中
一
貫
校
で
は
、
小
六
の
意
識
、

中
一
の
自
覚
を
持
た
せ
ら
れ
な
い
。

小
・
中
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
を

保
障
し
た
教
育
実
践
が
し
に
く
く

な
る
。

教
育
長　

本
市
の
教
育
の
柱
と
し

て
「
小
中
一
貫
教
育
」
の
推
進
を

掲
げ
、
９
年
間
の
継
続
し
た
指
導

に
よ
り
「
個
」
を
大
事
に
す
る
情

操
豊
か
な
人
間
性
あ
ふ
れ
る
新
庄

人
を
育
む
教
育
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
柱

を
も
と
に
、
新
庄
市
立
学
校
施
設

整
備
計
画
で
は
、
今
後
の
学
校
施

設
の
整
備
に
お
い
て
は
各
中
学
校

区
に
小
中
一
貫
教
育
校
を
整
備
す

る
こ
と
を
基
本
に
進
め
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
八
向
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
構

成
３
校
の
小
規
模
義
務
教
育
学
校
、
新
庄

中
学
校
区
義
務
教
育
学
校
へ
の
合
併
、
新

庄
中
学
校
区
及
び
日
新
中
学
校
区
義
務
教

育
学
校
へ
の
分
割
合
併
の
案
を
示
し
て
い

る
が
、
そ
の
方
向
付
け
へ
の
協
議
に
相
応

の
時
間
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

構
成
３
校
に
つ
い
て
は
、
主
に
長
寿
命
化

を
図
る
計
画
で
あ
る
。
小
中
一
貫
校
の
教

育
効
果
に
つ
い
て
は
、
開
校
５
年
目
と
な

る
萩
野
学
園
か
ら
様
々
な
成
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
主
な
内
容
と
し
て
は
、
４
｜

３
｜
２
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
る
中
１
ギ
ャ

ッ
プ
の
解
消
、
９
年
間
の
縦
の
つ
な
が
り

を
重
視
し
た
異
年
齢

交
流
に
よ
る
社
会
性

の
向
上
、
中
期
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
の
教
科
担

任
制
に
よ
る
専
門
性

を
生
か
し
た
教
育
の

充
実
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
義
務
教
育
学

校
の
よ
さ
で
あ
る
９

年
間
を
見
通
し
た
教

育
課
程
を
編
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
小
学
校
と
中

学
校
の
教
育
文
化
を

統
合
さ
せ
な
が
ら
、

連
続
性
と
一
貫
性
の

あ
る
教
育
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

小中一貫・学校統廃合はやめるべき

議員佐　藤　悦　子

１
．
視
察
日
程

　
令
和
元
年
11
月
５
日
〜
７
日

２
．
視
察
内
容
と
視
察
先

　
①
廃
校
校
舎
利
活
用
の
経
緯
、
地
域
の
教

　
育
資
源
を
活
用
し
た
学
習
に
つ
い
て

　
（
広
島
県
江
田
島
市
）

　
②
レ
セ
プ
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
導
入
に

　
よ
る
国
民
健
康
保
険
、
保
健
事
業
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て
（
広
島
県
呉
市
）

　
③
空
き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

　
み
に
つ
い
て
（
広
島
県
尾
道
市
）

３
．
視
察
参
加
議
員

　
山
科
正
仁（
代
表
）・
佐
藤
卓
也
・

　
髙
橋
富
美
子
・
佐
藤
文
一

４
．
所
感

　
江
田
島
市
の
「
さ
と
う
み
科
学
館
」
は
、

町
制
45
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
大
柿
町
海

辺
の
生
き
物
調
査
団
」
が
発
足
、
身
近
な
生

物
を
調
べ
て
い
く
中
で
自
然
に
親
し
み
、
自

然
に
学
ぶ
活
動
を
行
っ
て
来
た
。
記
念
事
業

は
期
限
付
き
だ
っ
た
が
、
今
後
も
自
然
体
験

活
動
を
継
続
、
活
用
す
る
為
、
廃
校
と
な
っ

た
旧
堀
江
小
学
校
校
舎
で
運
営
し
て
い
る
と

の
事
。
新
庄
市
内
に
も
廃
校
予
定
の
校
舎
が

あ
る
。
環
境
面
、
コ
ス
ト
面
か
ら
み
て
も
、

利
活
用
出
来
る
校
舎
は
十
分
に
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
次
に
、
呉
市
に
お
け
る
保
健
事
業

の
取
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
は
、
レ
セ
プ

ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
必
要
不
可
欠
と
の
考

え
方
だ
っ
た
。
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
コ
ス

ト
の
問
題
等
、
様
々
な
課
題
点
も
数
多
く
上

げ
ら
れ
た
。
最
後
に
尾
道
市
の
空
き
家
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
空
き
家
再
生
の

内
容
は
と
い
う
と
、
ま
ち
づ
く
り
が
考
え
方

の
最
初
に
あ
る
。
と
い
う
の
が
特
徴
的
だ
っ

た
。
こ
こ
に
は
こ
う
い
う
物
件
が
必
要
だ
。

だ
か
ら
こ
こ
の
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
売

り
出
す
。
的

な
考
え
方
。

多
少
の
先
行

投
資
は
必
要

な
の
か
も
し

れ
な
い
。
現

在
は
、
若
い

夫
婦
も
増
え
、

子
供
達
の
遊

ぶ
声
も
聞
こ

え
る
様
に

な
っ
た
と
い

う
。

１
．
視
察
日
程

　
令
和
元
年
７
月
10
日
〜
12
日

２
．
視
察
内
容
と
視
察
先

　
①
北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
る
経
済
効
果
に

　
　
つ
い
て
（
石
川
県
金
沢
市
）

　
②
婚
活
支
援
、
定
住
・
移
住
対
策
と
小
規

　
　
模
多
機
能
自
治
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
富
山
県
南
砺
市
）

　
③
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
体
制
推
進
事
業

　
　
に
つ
い
て
（
富
山
県
高
岡
市
）

３
．
視
察
参
加
議
員

　
小
嶋
冨
弥
・
石
川
正
志（
代
表
）・
山
科
春
美

行
政
視
察
報
告

市
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

起
新
の
会

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会
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４
．
所
感

　
北
陸
の
中
心
都
市
の
金
沢
市
は
Ｈ
27
年
の

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
よ
り
入
込
数
が
１

千
万
の
大
台
を
超
え
た
と
の
事
。
人
口
も
歴

史
も
当
市
と
は
大
き
な
違
い
は
あ
る
が
、
地

域
の
伝
統
や
歴
史
に
誇
り
を
持
ち
金
沢
の
良

さ
を
P
R
し
て
行
こ
う
と
い
う
気
迫
が
町
全

体
か
ら
感
じ
ら
れ
た
。
当
市
も
誇
る
べ
き
も

の（
自
然
・
食
べ
物
・
新
庄
ま
つ
り
e
t
c
）

が
沢
山
あ
る
の
で
P
R
力
を
向
上
し
て
行
け

た
ら
と
感
じ
た
。
南
砺
市
の
「
南
砺
で
暮
ら

し
ま
せ
ん
か
！（
課
）」
と
い
う
課
は
、
婚
活

支
援
、
定
住
・
移
住
対
策
を
行
う
課
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
体
制
で
の
対
応
で
好
評
を
得

て
い
た
。
ま
た
婚
活
支
援
を
支
え
る
「
婚
活

応
援
隊
　
お
せ
っ
会
さ
ん
」
は
仲
人
さ
ん
の

よ
う
に
縁
結
び
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
高
岡
市
の
地
区
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
総
合
的
支

援
を
行
う
機
関
と
し
て
、
地
元
「
医
師
会
」

か
ら
の
全
面
協
力
の
も
と
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
て

い
た
。

当
市
の

地
域
実

情
に
あ

っ
た
施

策
を
打

ち
出
す

た
め
の

大
き
な

参
考
と

な
っ
た
。

１
．
視
察
日
程

　
令
和
元
年
７
月
23
日
〜
25
日

２
．
視
察
内
容
と
視
察
先

　
①
新
し
い
「
農
」
と
「
食
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
（
徳
島
県
神
山
町
）

　
②
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
事
業
に
よ
る
定
住
促
進
、
人
口
増
加
事

　
　
業
（
徳
島
県
三
好
市
）

　
③
観
光
協
会
に
よ
る
移
住
、
交
流
事
業

　
（
徳
島
県
阿
波
市
）

３
．
視
察
参
加
議
員

　
奥
山
省
三（
代
表
）・
新
田
道
寛
・

　
下
山
准
一
・
今
田
浩
徳
・
押
切
明
弘

４
．
所
感

　
徳
島
県
内
の
３
つ
の
地
域
を
中
心
に
定
住

促
進
、
移
住
交
流
事
業
に
つ
い
て
視
察
し
た

が
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
地
域
が
衰

退
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
東
京
、

大
阪
に
本
社
が
有
る
会
社
の
支
店
を
地
元
に

開
設
し
て
地
域
に
活
力
を
取
り
戻
す
、
こ
の

事
業
は
、
徳
島
県
内
で
は
５
市
に
31
社
が
進

出
し
、
27
年
度
で
56
名
の
地
元
雇
用
を
創
出

し
て
い
る
。
公
設
民
営
方
式
の
光
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

を
全
県
域
に
整
備
し
、
全
国
屈
指
の
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
実
現
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
が
大
き
い
と
い
え
る
。
オ
フ
ィ
ス
開

設
、
運
営
費
用
へ
の
補
助
な
ど
の
支
援
も
充

実
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
地
方
に
お
け
る

安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
地
方
へ
の
新
し
い

人
の
流
れ
を
つ
く
る
点
で
は
画
期
的
な
事
業

と
い
え
る
。
東
北
で
は
こ
の
事
業
に
対
す
る

関
心
が
低
い
と
い
う
か
気
候
等
の
関
係
も
あ

る
と
思
う
が
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
だ
。
こ
の
よ

う
な
事
業
が
展
開
で
き
る
の
は
国
、
県
、
自

治
体
、
さ
ら
に
地
域
の
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
だ

と
感
じ
た
。

１
．
視
察
日
程

　
①
令
和
元
年
８
月
８
日
〜
９
日

　
②
令
和
元
年
８
月
18
日
〜
19
日

２
．
視
察
内
容
と
視
察
先

　
①
川
崎
市
立
看
護
短
期
大
学
の
視
察

　
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
②
山
梨
県
富
士
吉
田
市
立
看
護
専
門
学
校

　
　
の
視
察
（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
）

３
．
視
察
参
加
議
員

　
八
鍬
長
一（
代
表
）・
叶
内
恵
子
・
小
関
淳

４
．
所
感

　
富
士
吉
田
市
立
看
護
専
門
学
校
　
開
設
か

ら
現
在
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

　
富
士
吉
田
市
は
、
富
士
山
の
山
梨
県
側
の

裾
野
に
位
置
す
る
人
口
４
万
９
千
人
の
市
で

あ
る
。
新
庄
市
が
計
画
し
た
養
成
学
校
と
同

じ
３
年
生
の
看
護
専
門
学
校
を
平
成
８
年
４

月
に
開
校
し
て
い
る
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

①
市
立
の
病
院
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
看

護
師
の
確
保
対
策
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
。
②

地
元
医
師
会
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
い

た
こ
と
。
③
県
の
医
療
計
画
と
合
致
し
、
県

か
ら
の
支
援
・
補
助
（
現
在
　
年
２
千
３
百

万
円
の
補
助
金
）
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
条

件
が
整
っ
て
い
た
。
開
設
時
の
定
員
は
一
学

年
50
名
で
総
定
員
１
５
０
名
で
し
た
が
、
現

在
は
首
都
圏
の
看
護
大
学
と
の
獲
得
競
争
も

あ
り
１
１
５
名
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
経
営

に
係
る
平
成
30
年
度
決
算
で
は
、
歳
入
金
は

２
億
１
千
９
百
万
円
　
う
ち
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
は
１
億
７
千
万
円
、
県
補
助
金
２

千
３
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
敷
地
２

万
㎡
の
中
に
３
階
建
て
の
校
舎
と
体
育
館
、

そ
し
て
無
料
駐
車
場
。
新
庄
市
の
計
画
は
こ

れ
で
い
い
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
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14
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会
を
12
月

２
日（
月
）、
３
日（
火
）、
４
日（
水
）の

３
日
間
、
市
内
９
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
数
多
く
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
集
約
・
整
理
し
た
も
の
を
、

議
会
の
総
意
と
し
て
、
回
答
を
も
ら
う

べ
く
市
長
部
局
に
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

以
下
、
そ
の
要
約
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。

【
総
合
政
策
課
】

■
循
環
バ
ス
に
つ
い
て

・
現
在
山
交
バ
ス
は
子
供
の
通
学
用
に

特
化
さ
れ
、
一
般
者
が
利
用
で
き
る
状

況
で
は
な
く
、
鳥
越
地
区
は
運
行
し
て

い
な
い
。
循
環
バ
ス
を
公
共
交
通
空
白

地
域
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
運
行
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。（
鳥
越
公
民
館
）

■
定
住
推
進
に
つ
い
て

・
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
、
保
育
の

充
実
や
住
居
へ
の
補
助
な
ど
を
更
に
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
鉄
砲
町
公
民
館
）

■
看
護
師
養
成
校
に
つ
い
て

・
購
入
し
た
用
地
は
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。（
萩
野
地
区
公
民
館
）

■
出
前
講
座
に
つ
い
て

・
ス
マ
ホ
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
の
出

前
講
座
を
開
い
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

（
萩
野
地
区
公
民
館
）

■
使
送
に
つ
い
て

・
回
覧
板
の
総
部
数
が
多
い
現
状
で
あ

り
、
区
長
の
負
担
軽
減
の
面
か
ら
必
要

最
低
限
の
内
容
作
成
は
出
来
な
い
の
か
。

（
北
町
公
民
館
）

【
環
境
課
】

■
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

・
水
害
と
地
震
と
一
緒
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
を
し
て
は
ど
う
か
。（
川
西

町
公
民
館
）

・
旧
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
活
用
な
ど

実
際
の
災
害
を
想
定
し
、
避
難
場
所
の

再
考
が
必
要
で
は
な
い
か
。（
川
西
町
公

民
館
）

■
消
防
団
に
つ
い
て

・
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
の
予
定
を

し
て
い
る
が
、
同
じ
地
域
に
複
数
の
消

防
団
を
抱
え
る
課
題
や
消
防
団
団
員
数

の
減
少
の
課
題
も
あ
り
、
消
防
団
の
再

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。（
鳥
越
公
民
館
）

■
除
排
雪
に
つ
い
て

・
国
道
沿
い
の
消
火
栓
（
山
形
丸
魚
前

と
小
松
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
前
）
が
冬
期

間
雪
で
埋
も
れ
て
お
り
、
緊
急
時
の
対

応
が
出
来
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

点
検
し
て
ほ
し
い
。（
鳥
越
公
民
館
）

■
防
犯
委
員
に
つ
い
て

・
防
犯
委
員
な
ど
関
連
活
動
費
に
対
す

る
市
の
補
助
金
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

（
北
町
公
民
館
）

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・
年
々
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
の
で

空
き
家
対
策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。（
北

町
公
民
館
）

【
成
人
福
祉
課
】

■
民
生
委
員
に
つ
い
て

・
現
在
６
地
域
（
小
泉
、
梅
ヶ
崎
、
中

山
、
一
本
柳
、
月
岡
、
小
月
野
）
で
一

人
は
少
な
い
。
高
齢
者
が
増
え
、
巡
回

し
や
す
い
よ
う
に
地
区
に
於
い
て
も
協

力
を
す
る
の
で
３
地
域
で
一
人
を
置
く

な
ど
増
員
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

（
小
泉
公
民
館
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
体
制
に
つ
い
て

・
台
風
19
号
で
被
災
し
た
地
域
の
復
興

の
為
に
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

し
や
す
い
よ
う
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
対
応

（
窓
口
対
応
等
）
で
き
る
よ
う
な
協
力

体
制
を
お
願
い
し
た
い
。（
関
屋
公
民
館
）

【
健
康
課
】

■
温
泉
に
つ
い
て

・
市
内
に
温
泉
が
な
い
。
今
後
ど
の
よ

う
な
動
き
が
あ
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

（
升
形
公
民
館
）

【
農
林
課
】

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
８
月
に
大
き
な
災
害
も
あ
り
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
農
家
の
た
め
に
、
し

っ
か
り
と
寄
り
添
い
、
大
規
模
農
家
だ

け
で
は
な
く
、
家
族
型
農
業
の
小
さ
な

農
家
の
話
を
聞
き
、
地
域
の
実
情
に
合

っ
た
農
業
振
興
を
お
願
い
し
た
い
。（
小

泉
公
民
館
）

【
商
工
観
光
課
】

■
新
庄
ま
つ
り
に
つ
い
て

・
祭
り
を
通
じ
て
経
済
効
果
が
増
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
恩
恵
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
今
後
の
ま
つ
り
継
続

の
た
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
繰

入
増
額
や
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
導
入
な
ど

に
よ
る
寄
附
金
な
ど
更
な
る
支
援
強
化

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（
末
広
町
公

民
館
）

【
都
市
整
備
課
】

■
道
の
駅
に
つ
い
て

・
「
道
の
駅
」
の
実
現
化
に
向
け
て
の

進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。（
小
泉
公
民
館
・
萩
野
地
区
公
民
館
）

■
除
排
雪
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
為
に
も
丁
寧
な
間
口
除
雪
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を
県
道
・
市
道
を
問
わ
ず
行
っ
て
ほ
し

い
。（
鉄
砲
町
公
民
館
・
末
広
町
公
民
館
）

■
道
路
整
備
に
つ
い
て

・
「
一
本
柳
・
檜
葉
沢
線
」
は
地
域
か

ら
土
地
を
提
供
し
て
出
来
た
道
路
だ
が
、

整
備
に
対
し
て
優
先
順
位
が
低
く
、
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
前
市
長
時

代
か
ら
の
約
束
で
も
あ
り
、
10
ｍ
で
も

市
道
整
備
を
早
く
進
め
て
ほ
し
い
。（
小

泉
公
民
館
）

・
県
立
新
庄
病
院
を
建
設
し
た
後
、
通

学
路
で
あ
る
「
山
屋
街
道
」（
市
道
）
整

備
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。（
関
屋
公
民
館
）

・
県
道
（
金
沢
通
り
）
の
歩
道
下
な
ど

に
土
砂
や
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て
い
る
の
で
、

掃
除
な
ど
の
水
路
管
理
を
徹
底
し
て
ほ

し
い
。（
鉄
砲
町
公
民
館
）

■
河
川
に
つ
い
て

・
今
後
の
大
洪
水
を
回
避
す
る
為
に
、

新
田
川
堤
防
の
修
繕
や
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。（
鳥
越
公
民
館
）

・
新
田
川
の
橋
へ
の
歩
道
整
備
の
検
討

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。（
鳥
越

公
民
館
）

・
８
月
の
台
風
後
、
流
木
が
放
置
さ
れ

て
い
る
の
で
、
安
全
の
為
に
も
早
め
の

撤
去
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
川
底

の
修
繕
や
支
障
木
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、

県
主
体
だ
が
、
対
応
が
遅
れ
て
い
る
場

合
は
住
民
で
対
応
で
き
な
い
の
か
。（
関

屋
公
民
館
）

【
上
下
水
道
課
】

■
水
道
事
業
に
つ
い
て

・
水
道
料
金
の
減
額
を
お
願
い
し
た
い
。

（
北
町
公
民
館
）

【
教
育
総
務
課
】

■
八
向
地
区
小
中
学
校
に
つ
い
て

・
八
向
地
区
に
お
け
る
小
中
学
校
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
指
針
を
示
し
て
ほ
し

い
。（
升
形
公
民
館
）

【
社
会
教
育
課
】

■
公
園
整
備
に
つ
い
て

・
地
域
の
協
働
を
す
る
た
め
に
努
力
は

惜
し
ま
な
い
の
で
、
年
次
計
画
を
含
め

た
鳥
越
八
幡
公
園
の
再
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。（
鳥
越
公
民
館
）

■
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て

・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者
の

減
少
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
街
の
中
心
を
走
っ
て
も
ら
え

れ
ば
参
加
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
北
町
公
民
館
）

■
八
向
地
区
公
民
館
の
改
築
促
進
に
つ
い
て

・
早
期
の
改
築
を
お
願
い
し
た
い
。（
升

形
公
民
館
）

■
図
書
館
に
つ
い
て

・
図
書
館
の
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
改

善
で
き
な
い
の
か
。（
市
民
プ
ラ
ザ
駐
車

場
が
満
車
の
時
が
あ
り
、
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
る
）（
萩
野
地
区
公
民
館
）

　

去
る
11
月
11
日（
月
）山
形
県
市
議
会
議
長

会
主
催
に
よ
る
議
会
報
研
修
会
に
編
集
委
員

６
名
に
て
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
毎
年
、

県
内
13
市
の
議
会
報
編
集
委
員
が
一
堂
に
会

し
、
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本

年
の
開
催
市
は
東
根
市
で
し
た
。
山
形
新
聞

社
東
根
支
社
長
の
講
師
に
よ
る
「
伝
わ
る
文

章　

読
ん
で
も
ら
え
る
議
会
報
作
り
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。
限
り
あ
る
紙
面
だ
か
ら
こ

そ
、
ど
の
世
代
に
も
読
み
や
す
い
文
章
と
し

て
行
く
こ
と
、
そ
し
て
、
見
出
し
を
見
た
だ

け
で
も
記
事
の
重
要
な
内
容
を
伝
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研

修
に
お
い
て
は
、
13
市
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
報

に
つ
い
て
、
講
師
の
視
点
で
の
評
価
・
感
想

を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
当
議
会
報
に
つ
い

て
は
、
本
年
４
月
に
改
選
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
議
会
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
表
紙
に

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
好
感
触
の
講
師
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
最
近
の
こ

と
で
す
が
、
「
議
会
で
課
題
と
し
て
議
論
さ

れ
た
こ
と
を
も
っ
と
掲
載
し
て
ほ
し
い
」「
議

員
の
一
般
質
問
内
容
を
す
べ
て
掲
載
す
べ
き

で
は
な
い
か
」
な
ど
の
声
を
市
民
の
皆
様
よ

り
頂
い
て
お
り
ま
す
。
議
会
報
は
、
市
民
の

皆
様
と
議
会
を
繋
ぐ
架
け
橋
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
「
知
り
た
い
こ
と
」
そ
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
信
託
を
受
け
て
い
る
議
員
一

人
ひ
と
り
の
議
会
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
、

創
意
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
、
伝
え
て

ま
い
り
ま
す
。
今

後
も
、
新
庄
市
議

会
報
に
つ
い
て
忌

憚
の
な
い
ご
意
見

・
ご
要
望
を
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

議　

長　

下
山　

准
一

　

東
北
初
と
な
る
農
林
系
専
門
職
大
学

の
新
庄
市
へ
の
設
置
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
専
門
職
大
学
の
最
上
地
域
へ
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
県
に

対
し
、
最
上
８
市
町
村
、
議
会
の
ほ
か

農
業
団
体
、
経
済
団
体
な
ど
と
連
携
し

た
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
議
会
で
も
、
独
自
の
要
望
活

動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
決
定

は
、
大
変
、
喜

ば
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
し

か
し
、
大
学
設

置
が
最
終
目
標

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
学
と
地

域
が
連
携
し
地

域
産
業
の
発
展

に
つ
な
げ
て
行

く
こ
と
が
重
要

で
す
。
開
学
後

を
見
据
え
、
議

会
と
し
て
、
執

行
部
と
議
論
を

重
ね
な
が
ら
、

こ
の
地
域
の
活

性
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

・
関
屋
公
民
館　
　
　

18
名

　

・
鉄
砲
町
公
民
館　
　

14
名

　

・
萩
野
地
区
公
民
館　

23
名

　

・
小
泉
公
民
館　
　
　

15
名

　

・
末
広
町
公
民
館　
　

６
名

　

・
升
形
公
民
館　
　
　

16
名

　

・
川
西
町
公
民
館　
　

14
名

　

・
鳥
越
公
民
館　
　
　

９
名

　

・
北
町
公
民
館　
　
　

13
名

　
　
　
　
　
　
　

計
１
２
８
名

● 開催場所及び参加人数 ●

●沢山の方にお越し頂き、
　ありがとうございました。

令
和
元
年
度
県
市
議
会
議
長
会

議
会
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

R２.２.1211

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

チ
ョ
イ
ス

一
般
質
問

行
政
視
察
報
告

議
会
報
告
会
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環境にやさしい植物油インキを使用しています

委
員
長　

叶
内　

恵
子

副
委
員
長　

山
科　

春
美

委　
　

員　

庄
司　

里
香

　
　
　
　
　

押
切　

明
弘

　
　
　
　
　

佐
藤　

文
一

　
　
　
　
　

佐
藤　

卓
也

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております。

どなたでも傍聴できます。受付簿に住所・氏名を記入していただくほか
は面倒な手続きはありません。団体の方は事前に議会事務局までご連
絡ください。ぜひ、市役所３階議場に足を運んでください！また、市民の
皆様のご意見をお聞かせ下さい。

議会を傍聴してみませんか？

３
月
定
例
会
の
予
定 中継あり

中継あり

あ
と
が
き

２月１９日(水)　請願締切 
３月　３日(火)　開　会
　　　４日(水)　一般質問
　　　５日(木)　一般質問
　　　６日(金)　常任委員会 
　　　９日(月)　常任委員会 
　　１０日(火)　予算特別委員会 
　　１１日(水)　予算特別委員会 
　　１２日(木)　予算特別委員会 
　　１７日(火)　最  終  日 

　

新
春
を
迎
え
、
心
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す

ね
。
昨
年
は
選
挙
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
新

庄
市
議
会
で
も
５
名
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
が

入
り
、（
私
も
含
み
ま
す
が
）
議
会
に
新
し
い

風
が
吹
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
令

和
の
風
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。）

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
小
・
中
学
生
の
頃
、
父

の
仕
事
の
関
係
で
新
潟
に
住
ん
で
い
た
の
で

す
。
雪
深
く
て
、
冬
は
ス
キ
ー
や
そ
り
遊
び

が
日
課
で
し
た
。
人
口
５
千
人
程
の
小
さ
な

町
に
ス
キ
ー
場
が
10
ヶ
所
以
上
あ
り
、
子
ど

も
達
は
ど
こ
の
ス
キ
ー
場
で
も
リ
フ
ト
は
全

て
無
料
で
し
た
。
そ
の
せ
い
か
今
で
も
ス
キ

ー
関
連
の
仕
事
に
つ
い
て
い
る
友
人
が
何
人

も
い
ま
す
。
今
は
引
退
し
て
い
ま
す
が
、
プ

ロ
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

来
シ
ー
ズ
ン
よ
り
市
民
ス
キ
ー
場
も
小
中
学

生
は
無
料
と
な
り
、
高
校
生
は
半
額
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
行
っ
て
、
雪
と
戯
れ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
可
能
性
は
無
限
大

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強
に
遊
び
に
と
、
そ

の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
思

い
ま
す
。
得
意
な
こ
と
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、

こ
の
先
の
人
生
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
よ
。
ま
ず
は
行
動
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
記　

庄
司
里
香
）

市議会の様子をインターネット中継しています。
市役所の市民課フロア、市民プラザでも視聴できますの
でぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴
　できます。

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

パソコン
のほか

市議会
インターネット中継

ウェブサイトで検索

新庄市議会　中継

しんじょう市議会

議
会
を
傍
聴
し
た
感
想
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　　　　　　　　北辰小学校６年　栗田　光一郎 君

　初めて議会見学に行って、一番最初におどろいたのは、天
井にカメラが付いていたことです。議場の様子が画面に映
し出されていて、とても高性能だなと思いました。それから、
議員さんたちの様子を見て、市民のための議会なんだと強
く感じました。たくさんの話し合いをして、物事が決められて
いることが分かりました。学校に関する内容もあり、「子ども
が第一」という考えが伝わってきました。座席の配置が、話し
合いがしやすいように工夫されていて、勉強になりました。

　　　　　　　　　萩野学園６年　星川　慧十 君

　ぼくは、今回初めて市議会を訪問して特に思ったこ

とが２つあります。一つ目は、ほとんどの人が真剣に話

を聞いていて、ぼくたちの話し合いにも取り入れたいと

思いました。二つ目は、話す人が少なかったことです。

ぼくが見たのはたったの四人と少なく感じました。おも

しろかったけれど、もっと他の人も話せる市議会が見

たかったです。

ようこそ
　　議場へ

※12月11日10時から11時まで傍聴いただきました。
　傍聴時は一般質問が行われていました。

※12月12日10時から11時まで傍聴いただきました。
　傍聴時は一般質問が行われていました。

12月定例会に多くの方が傍聴に訪れました。一般市民６名のほか、北辰小学校
から６年生20名、萩野学園から６年生46名、合わせて72名の方々が議場を訪れ、
議員と執行部のやり取りに熱心に耳を傾けていました。
　




